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(ラッ ト出血性ショック蘇生 後急性 肺傷害 に対する
ビリベルジンの投与効果 )

論 文 審 査 委 員 教授 氏家 良人 教授 木浦 勝行 准教授 北村 佐久

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

出血性ショック蘇生は肺の炎症を引き起こし急性肺傷害 (ALI)をきたす｡ -ム代謝産物で

あるビリベルジンは強力な細胞保護作用､抗炎症作用､抗酸化作用を示す｡われわれは､ラ

ット出血性ショック蘇生モデルにおける ALIに対するビリベルジン静脈内投与の効果につい

て検証した｡

ビリベルジンは出血性ショック開始 1時間前に投与した｡

出血性ショックによって､肺の組織傷害度.スコア､細胞浸潤､肺重量 We/y比)( td ､炎症

性メディェ一夕 ( TFαiO)の発現､D A酸化損傷マーカー (-HG 現の

r

いずれもN-,NS N 8Od)発
有意に増加していた｡これに対して､ビリベルジン投与群では､上記いずれの値も全て改善

が見られたoさらに出血性ショック蘇生後のビリベルジン投与もまた肺傷害に対する保護作

用を示すことを確認したO

出血性ショック蘇生後肺傷害に対するビリベルジン投与は抗炎症と抗酸化のメカニズムを

介して肺保護作用を示すと考えられた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

～

本研究は､従来から研究者が所属する教室で取り組まれているラット出血性ショ

今回は､HS Rの前後でビリルビンの柵 体であるビリベルジン (35mg)を静脈内 !
投与し､肺傷害が軽減することを証明した｡その機序として､ビリベルジンが炎症 . 
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